
人とひとの心がふれあう、暮らしよい兵庫をめざして

2012

６月27日㈬、兵庫県民会館において、「第62回通常総会」を開催しました。（関連記事P.4〜7）
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こ
の
た
び
、
神
戸
市

民
生
協
で
は
、
中
央
区

雲
井
通
の
サ
ン
パ
ル
へ

の
事
務
所
移
転
に
伴
い
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
一
新
。

「
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

を
く
わ
え
た
幸
せ
の
青

い
鳥
」
の
デ
ザ
イ
ン
と

し
た
。
組
合
員
の
皆
様

の
そ
ば
に
常
に
幸
せ
が

あ
る
よ
う
に
と
い
う
想

い
で
あ
り
、
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
も
「
暮
ら
し
の

安
全
と
安
心
を
見
守
る

青
い
鳥
」
と
し
た
。

当
生
協
は
、
昭
和

三
〇
年
に
産
声
を
上
げ

た
。
当
時
、
わ
が
国
の

生
活
水
準
は
徐
々
に
向

上
し
て
い
た
が
、
予
期

せ
ぬ
火
災
に
対
す
る
保

障
体
制
は
十
分
で
な

く
、
そ
う
し
た
損
害
を
保
障
す
る
火

災
共
済
制
度
の
導
入
が
求
め
ら
れ
て

い
た
。
そ
し
て
こ
の
問
題
に
対
処
す

る
た
め
、
火
災
共
済
制
度
の
検
討
が

始
ま
り
、「
神
戸
市
民
生
協
」
が
設

立
さ
れ
た
。
わ
ず
か
な
掛
け
金
で
お

互
い
に
救
済
し
あ
う
火
災
共
済
事

業
。当
生
協
の
原
点
が
こ
こ
に
あ
る
。

そ
の
後
、
当
生
協
は
時
代
の
求
め

に
応
じ
、ホ
テ
ル
、結
婚
式
場
、観
光
、

住
ま
い
、
駐
車
場
・
異
人
館
管
理
運

営
な
ど
幅
広
い
事
業
を
展
開
し
て
き

た
。し
か
し
、生
協
法
の
改
正
に
よ
り
、

い
よ
い
よ
来
年
度
か
ら
は
設
立
当
初

の
原
点
に
回
帰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

火
災
共
済
、
交
通
災
害
共
済
、
医
療

共
済
、
こ
ど
も
共
済
を
取
り
扱
う
、

兵
庫
県
民
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
共

済
事
業
専
業
生
協
と
な
る
。

思
え
ば
長
い
月
日
の
中
で
様
々
な

歴
史
を
刻
ん
で
き
た
が
、
平
成
七
年

一
月
十
七
日
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震

「
幸
せ
の
青
い
鳥
」
に

想
い
を
託
し
て
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小野田　敏行
（おのだ・としゆき）

神戸市民生活協同組合　専務理事
兵庫県生活協同組合連合会　理事

災
と
の
遭
遇
と
い
う
大
き
な
出
来
事

が
あ
っ
た
。
当
時
の
七
階
建
て
の
事

務
所
は
損
壊
し
、
使
用
禁
止
と
な
っ

た
。
職
員
の
自
宅
も
大
き
な
被
害
を

受
け
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
と

き
こ
そ
生
協
の
真
価
が
問
わ
れ
る

と
、
二
日
後
に
は
別
に
仮
事
務
所
を

設
け
、
対
策
本
部
を
設
置
し
て
職
員

一
丸
と
な
っ
て
こ
の
危
機
を
乗
り

切
っ
た
。
一
方
、
地
域
で
は
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
自
主
防

災
組
織
で
あ
る
「
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
が
誕
生
し
て
い
る
。
日
頃

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
活
発
な

地
域
ほ
ど
災
害
活
動
や
復
興
が
う
ま

く
い
っ
た
と
い
う
教
訓
か
ら
誕
生
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
神
戸
に
「
防
災

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
生
ま
れ
た

こ
と
は
、「
生
活
協
同
組
合
発
祥
の

地
、神
戸
」
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
生
協
活
動
と

も
に
そ
の
精
神
は
助
け
合
い
で
あ
る
。

そ
し
て
東
日
本
大
震
災
。
未
曽
有

の
被
害
は
生
協
自
身
の
円
滑
な
業
務

運
営
に
も
大
き
な
支
障
が
出
る
こ
と

に
な
る
。
当
生
協
の
仲
間
で
あ
る
全

共
連
の
中
で
、
共
済
生
協
相
互
の
応

援
体
制
を
構
築
す
る
議
論
が
生
ま

れ
、
東
日
本
大
震
災
や
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
同
時
に
、
兵
協
連
の
仲

間
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
東
北
復
興

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
各
生
協
の
役

員
か
ら
直
接
活
動
内
容
を
伺
う
と
、

生
協
同
士
の
絆
の
深
さ
や
、
活
動
の

奥
深
さ
を
感
じ
る
。
ま
さ
に
我
が
国

が
誇
る
地
域
に
根
付
い
た
相
互
扶
助

の
精
神
で
あ
る
。
当
生
協
も
何
が
で

き
る
か
組
合
員
と
と
も
に
考
え
、
で

き
る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

隔
月
に
開
催
さ
れ
る
こ
の
兵
協
連

の
理
事
会
に
初
め
て
出
席
し
た
時
、

各
生
協
の
皆
さ
ん
の
熱
い
想
い
に
圧

倒
さ
れ
た
。
購
買
生
協
で
の
食
の
安

全
や
行
政
支
援
へ
の
取
組
み
、
医
療

生
協
で
の
健
康
へ
の
取
組
み
、
大
学

生
協
で
の
消
費
者
教
育
、
そ
し
て
共

済
生
協
で
の
安
心
の
確
保
な
ど
実
に

幅
広
い
様
々
な
活
動
を
知
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
ま
で
外
部
か
ら
し
か
見

て
い
な
か
っ
た
生
協
活
動
の
中
に

入
っ
て
み
る
と
、
生
協
活
動
と
は
何

か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
地
域
で
実

に
幅
広
い
様
々
な
生
協
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。

本
年
は
、
国
際
協
同
組
合
年
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
社
会
経
済
発
展
へ
の

生
協
の
貢
献
が
国
際
的
に
認
め
ら
れ

た
証
で
あ
る
。
神
戸
市
に
お
い
て
今

秋
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
総
会
が
開

催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、

歴
史
あ
る
地
域
生
協
の
活
動
を
社
会

に
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会

で
あ
る
。

「
支
え
あ
い
・
助
け
あ
い
の
市
民

共
済
」
を
理
念
と
す
る
当
生
協
は
、

そ
の
誕
生
し
た
原
点
を
思
い
起
こ

し
、
人
口
減
少
、
超
高
齢
化
、
経
済

低
成
長
社
会
等
を
見
据
え
、
組
合
員

の
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
の
様
々
な
経
験
を
活
か
す
と
と

も
に
創
意
工
夫
に
よ
る
経
営
基
盤
の

安
定
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
に
は
、
一
枚

一
枚
に
「
希
望
」、「
誠
実
」、「
愛
情
」、

「
幸
運
」
の
四
つ
の
意
味
が
あ
る
と
い

う
。
当
生
協
は
ク
ロ
ー
バ
ー
の
想
い

を
胸
に
、
組
合
員
の
一
人
ひ
と
り
の

幸
せ
を
願
い
、「
青
い
鳥
」
の
小
さ
く

と
も
確
か
な
羽
ば
た
き
を
も
っ
て「
新

生
・
神
戸
市
民
生
協
」
と
し
て
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
。
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事
故
か
ら
1
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
改
め
ま

し
て
被
災
さ
れ
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
被

害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
方
々
へ
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

い
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
私

た
ち
は
被
災
地
の
復
旧
、
復
興
に
向
け
、
全

国
の
協
同
組
合
の
仲
間
と
共
に
支
援
と
協

力
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

今
年
は
、
国
連
が
提
唱
し
た
「
国
際
協
同

組
合
年
」。

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
1
月
12

日
に
兵
庫
県
協
同
組
合
連
合
会
（
兵
庫

6
月
27
日
㈬
兵
庫
県
民
会
館
に
お
い
て
、
兵
庫

県
生
協
連
第
62
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

代
議
員
総
数
39
名
中
、
39
名
が
出
席
（
実
出

席
31
名
、
委
任
出
席
0
名
、
書
面
議
決
8
名
）、

2
0
1
1
年
度
活
動
報
告
、
2
0
1
2
年
度
活
動

計
画
（
案
）
な
ど
6
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

全
議
案
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
兵
庫
県
生
協
連 

髙
橋 

秀
行 

理

事
（
関
西
学
院
大
学
生
協 

専
務
理
事
）
の

司
会
で
は
じ
ま
り
、
本
田
英
一 

会
長
理
事

が
、「
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴

う
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

J
C
C
）
に
加
盟
す
る
生
協
、
農
協
、
漁
協
、

森
林
組
合
の
共
催
で
、
2
0
1
2
国
際
協
同

組
合
年
キ
ッ
ク
オ
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。基

調
講
演
で
は
、
神
戸
大
学
名
誉
教
授
の

野
尻
武
敏
先
生
か
ら
「
協
同
組
合
の
未
来
は

若
い
世
代
に
か
か
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
、

次
世
代
の
職
員
へ
の
期
待
を
示
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

I
C
A
（
国
際
協
同
組
合
同
盟
）
原
則
に

は
7
つ
の
原
則
が
あ
り
、
そ
の
1
つ
に
「
教

育
、
訓
練
お
よ
び
広
報
」
と
い
う
原
則
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
に
は
「
協
同
組
合
の
発
展
に
効
果
的

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
教
育
訓
練
を
実
施

す
る
こ
と
」
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

生
協
が
地
域
社
会
に
果
た
す
役
割
が
ま

す
ま
す
大
き
く
な
る
中
、
役
割
を
担
う
職
員

の
人
材
育
成
、
と
り
わ
け
、
協
同
組
合
運
動

の
原
点
に
立
ち
返
る
取
り
組
み
を
実
施
し

第
62
回
通
常
総
会
を
開
催

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

～
協
同
が
息
づ
く
兵
庫
の
ま
ち
づ
く
り
～

兵庫県農業協同組合中央会 
浜田 充 専務理事

議長をされる
松山 昇治 代議員

兵庫県健康福祉部
山本 嘉彦 福祉監

神戸市市民参画推進局市民生活部 
中塚 弘明 部長

日本生協連関西地連
山内　寛 事務局長

監査報告をされる
藤田 雄三 特定監事

基本
テーマ
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出
す
こ
と
に
な
る
と
普
及
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
広
報
活
動
で
は
こ
れ
ま
で
の
宣

伝
チ
ラ
シ
を
一
新
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会

に
対
応
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
に
よ
る
契
約

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
新
た
な
活
動
が

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
地
域
の
み
な
さ

ま
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
今
後
と

も
、
よ
り
き
め
の
細
か
い
組
合
員
サ
ー
ビ
ス

や
地
道
な
活
動
、
時
代
に
対
応
で
き
る
普
及

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
い
決
意

を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
1
号
議
案
、
第
2
号
議
案
の

審
議
を
行
い
、
続
い
て
第
3
号
議
案
か
ら
第

6
号
議
案
に
つ
い
て
も
提
案
と
審
議
が
行

わ
れ
、
全
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
任
と
第
1
回
理
事
会
の
結
果
、
新

し
く
兵
庫
県
生
協
連 

専
務
理
事
に
三
宅 

康

平
（
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
・
統
括

部
長
）、
理
事
に
桑
村 

義
敏
（
兵
庫
県
学
校

生
協
・
専
務
理
事
）、
若
山 

忠
義
（
近
畿
労

働
金
庫
兵
庫
地
区
統
括
本
部
・
本
部
長
）〔
敬

称
略
〕
の
各
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

て
い
く
所
存
で
す
。

2
0
1
2
国
際
協

同
組
合
年
を
契
機
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
協

同
組
合
間
の
連
携
を

強
化
し
、
地
域
社
会

の
中
で
の
貢
献
活
動

に
取
組
ん
で
い
く
こ

と
で
生
協
運
動
の
推

進
を
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

本
日
の
総
会
が
新

た
な
課
題
に
取
り
組

む
出
発
の
節
目
と
な

り
ま
す
よ
う
、
皆
様

方
の
熱
心
な
ご
審
議

を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。」

と
挨
拶
し
、
続
い
て
、

来
賓
を
代
表
し
て
兵

庫
県
健
康
福
祉
部
福

祉
監
・
山
本 

嘉
彦 

様
、
神
戸
市
市
民
参

画
推
進
局
市
民
生
活

部
長
・
中
塚 

弘
明 

様
、
兵
庫
県
農
業
協

同
組
合
中
央
会
専
務

理
事
・
浜
田 

充 

様
、

日
本
生
協
連
関
西
地

連
事
務
局
長
・
山
内

　

寛  

様
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
大
会
の
盛
会

と
今
後
の
発
展
を
祈

念
し
た
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
兵

庫
労
働
共
済
生
協

の
松
山 

昇
治 

代
議

員
が
議
長
に
選
任

さ
れ
、
議
事
を
進

行
。
第
1
号
議
案

2
0
1
1
年
度
活
動
報
告
な
ら
び
に
決
算

報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件
、
第
2

号
議
案
2
0
1
2
年
度
活
動
計
画
案
な
ら

び
に
収
支
予
算
案
の
件
に
つ
い
て
大
西
専

務
理
事
か
ら
提
案
・
説
明
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。（
2
0
1
2
年
度
活
動
計
画
の
重
点
課

題
は
次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

続
い
て
、
藤
田 

雄
三 

特
定
監
事
よ
り
監
査

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
域
、
医
療
、
大
学
、
共
済

生
協
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
会
員
生
協
か
ら
、

2
0
1
1
年
度
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。最

初
に
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
・
岡
本 

孝
子 

代
議
員
か
ら
「
地
域
の
活
性
化
と
組
合
員

リ
ー
ダ
ー
育
成
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。「
消
費
者
契
約
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が

増
加
。
被
害
も
小
学
生
低
学
年
ま
で
広
が
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
「
消
費
者
力
」「
知
識
力
」「
判
断
力
」「
行

動
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
、
兵
庫
県
と
「
ひ
ょ
う
ご
く

ら
し
の
親
子
塾
」
を
各
地
で
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
力
と
消
費
者
力
を
高

め
る
た
め
、
今
後
も
各
自
治
体
と
し
っ
か
り

連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
方
々
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
お
役
立
ち
し
て

ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
ろ
っ
こ
う
医
療
生
協
・
古
市 
賢

二 

代
議
員
か
ら
「
東
北
被
災
地　

い
か
な

ご
届
け
隊
」
と
題
し
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。「
ろ
っ
こ
う
医
療
生
協
で
は
、
今
年
の

3
月
下
旬
に
「
い
か
な
ご
届
け
隊
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
あ
る
岩
手
県
大
船
渡
市
と
福
島

県
福
島
市
に
、
組
合
員
が
手
分
け
し
て
炊
い

た
「
い
か
な
ご
の
く
ぎ
煮
」
を
届
け
ま
し
た
。

大
船
渡
市
の
仮
設
住
宅
を
ま
わ
り
、
い
か
な

ご
を
お
渡
し
す
る
と
、「
遠
く
か
ら
、
あ
り

が
と
う
」
の
声
に
思
わ
ず
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
時
の
自
分
た
ち
の
姿
を
重
ね
ま
し
た
。

福
島
で
は
、
春
休
み
だ
と
い
う
の
に
子
ど
も

た
ち
の
姿
の
な
い
公
園
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
、
除
染
し
て
い
る
場
所
な
ど
を
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
地
の
生
協
組
合
員

と
の
交
流
で
は
、
放
射
能
へ
の
不
安
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
心
情
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
活
動
を
続
け
て
、
私
た
ち
が
被
災

地
の
方
々
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、ど
こ
よ
り
も
早
く
、長
く
、深
く
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
支
援
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
」

と
、
力
強
く
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
学
生
協
阪
神
事
業
連
合
・
隅

田 

幸
博 

代
議
員
か
ら
は
「
行
政
と
一
緒
に

取
り
組
む
消
費
者
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。「
大
学
生

協
は
、
行
政
と
2
つ
の
協
定
書
を
結
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、「
子
育
て
支
援

の
協
定
書
」。
こ
れ
か
ら
の
生
活
設
計
の
た

め
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
セ

ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
2
つ
目
の
「
消

費
者
教
育
の
協
定
書
」
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
に

つ
い
て
も
県
と
一
緒
に
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

作
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
学
生
に
便
利
な
ツ
ー
ル
に
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
全
国
で
一
緒
に
使
え
る
よ

う
に
し
て
、
で
き
る
だ
け
ロ
ー
コ
ス
ト
に
し

て
い
ま
す
。
阪
神
地
区
は
、
全
国
の
中
で
も

消
費
者
教
育
が
相
当
進
ん
だ
地
域
で
す
。
県

の
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
消
費
者

庁
か
ら
「
ベ
ス
ト
消
費
者
サ
ポ
ー
タ
ー
章
」

を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
関
連
記
事
P
・
11
）。

ま
た
今
後
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
の

活
動
に
も
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
の
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
西
宮
市
民
共
済
生
協
・
河
村 

英
三 

代
議
員
か
ら
は
、「
普
及
推
進
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
ご
報
告
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
普
及
活
動
を
地
道
に
繰
り
返

す
こ
と
が
、
現
状
を
打
破
し
、
活
動
を
見

西宮市民共済生協
河村 英三 代議員

ろっこう医療生協
古市 賢二 代議員

大学生協阪神事業連合 
隅田 幸博 代議員

コープこうべ
岡本 孝子 代議員

司会をされる
髙橋 秀行 理事

（左より）
桑村義敏理事、若山忠義理事、三宅康平専務

5

兵
協
連
だ
よ
り



重
点
課
題

課
題
1
．
会
員
の
組
織
・
経
営
基
盤
の
強
化
に
貢

献
し
ま
す
。

課
題
2
．
会
員
生
協
間
の
事
業
・
活
動
の
連
携
と

交
流
を
促
進
し
ま
す
。

課
題
3
．
協
同
組
合
間
協
同
の
前
進
を
は
か
り
ま
す
。

課
題
4
．
行
政
な
ら
び
に
関
係
諸
団
体
と
の
連

携
・
交
流
を
深
め
ま
す
。

課
題
5
．
く
ら
し
、
平
和
、
福
祉
、
環
境
な
ど
社

会
的
諸
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

課
題
1
　
会
員
の
組
織
・
経
営
基
盤
の
強
化
に
貢

献
し
ま
す
。

1
．
会
員
生
協
の
主
要
な
事
業
状
況
を
集
約
し
、

情
報
の
共
有
を
は
か
り
ま
す
。

⑴
主
要
な
事
業
状
況
に
つ
い
て
、広
報
誌（
ひ
ょ

う
ご
の
生
協
な
ど
）
に
継
続
し
て
掲
載
し
ま

す
。

⑵
医
療
・
共
済
・
大
学
の
各
部
会
に
お
い
て
、

事
業
・
経
営
状
況
の
分
析
・
交
流
を
実
施
し
、

安
定
し
た
業
績
の
残
せ
る
経
営
の
強
化
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療
生
協
部
会
組
織
担

当
者
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

2
．
理
事
・
監
事
が
法
に
沿
っ
た
役
割
発
揮
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
た
め
の
理
事
・
監
事
研
修
を

開
催
し
ま
す
。

3
．
会
員
生
協
の
役
職
員
を
対
象
に
活
動
や
事
業

運
営
に
役
立
つ
研
修
会
・
講
習
会
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
今
後
へ
の
検
証
や
見
直
し
を
し
つ

つ
、
会
員
生
協
の
研
修
活
動
の
支
援
を
お
こ
な

い
ま
す
。

⑴
「
初
級
経
理
学
校
」
を
開
催
し
、
経
理
担
当

職
員
の
基
礎
実
務
の
習
得
を
は
か
り
ま
す
。

⑵
「
税
務
・
経
理
講
習
会
」
を
開
催
し
、
経
理
・

財
務
担
当
者
の
力
量
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

⑶
内
部
統
制
（
法
の
遵
守
や
総
合
的
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
等
）
に
関
す
る
研
修
会
を
継
続
開
催

し
て
い
き
ま
す
。

⑷
各
分
野
別
の
研
修
や
交
流
会
を
企
画
・
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

4
．
各
研
究
会
活
動（
保
健
・
医
療
・
福
祉
研
究
会
、

生
活
問
題
研
究
会
）
を
充
実
・
推
進
し
ま
す
。

5
．「
監
事
・
監
査
チ
エ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
補
強
・

修
正
を
検
討
し
、
有
効
活
用
を
さ
ら
に
す
す
め

ま
す
。

6
． 

県
域
を
越
え
た
合
併
・
連
携
、
コ
ー
プ
共

済
連
、
大
学
生
協
の
阪
神
間
の
統
合
、
医
療
福

祉
生
協
連
合
会
の
事
業
開
始
等
の
変
化
に
対
応

し
、
引
き
続
き
兵
協
連
会
員
の
連
携
が
図
ら
れ

る
よ
う
対
応
し
ま
す
。

課
題
2
　
会
員
生
協
間
の
事
業
・
活
動
の
連
携
と

交
流
を
促
進
し
ま
す
。

1
．
2
0
1
2
年
度
兵
庫
県
生
協
大
会
を
全
て
の

会
員
の
参
画
で
開
催
し
ま
す
。

2
． 

機
関
誌
「
兵
協
連
だ
よ
り
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
充
実
さ
せ
て
、
会
員
生
協
間
の
連
携
と
交

流
の
促
進
を
は
か
る
と
と
も
に
、
行
政
・
関
係

諸
団
体
へ
の
発
信
力
を
強
め
ま
す
。
ま
た
、「
通

信
員
・
広
報
担
当
者
研
修
交
流
会
」
を
実
施
し

ま
す
。

3
．「
生
協
活
動
委
員
会
」
を
中
心
に
、
会
員
生

協
の
参
画
に
よ
る
各
種
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

4
．
各
部
会
な
ど
に
よ
る
相
互
交
流
を
通
じ
、
県

内
会
員
生
協
の
事
業
連
帯
の
活
動
を
さ
ら
に
促

進
し
ま
す
。

5
．
会
員
生
協
の
役
員
の
交
流
・
懇
談
会
（
新
春

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
）を
継
続
開
催
し
ま
す
。

6
．
役
職
員
体
育
大
会
を
実
施
し
、
生
協
間
の
役

職
員
交
流
を
深
め
ま
す
。

課
題
3
　
協
同
組
合
間
協
同
の
前
進
を
は
か
り
ま
す
。

1
．
兵
庫
J
C
C
委
員
会
、
幹
事
会
、
事
務
局
会

議
の
相
互
理
解
と
連
携
強
化
を
す
す
め
、
兵
庫

J
C
C
（
兵
庫
県
協
同
組
合
連
絡
協
議
会
）
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

2
．
国
際
協
同
組
合
デ
ー
・
兵
庫
県
記
念
大
会
、

協
同
組
合
研
究
・
交
流
会
を
農
協
、
漁
協
、
森

林
組
合
と
一
緒
に
開
催
し
、
よ
り
一
層
の
連
帯

活
動
の
充
実
と
、
幅
広
い
組
合
員
の
参
加
促
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

3
．機
関
誌「
ひ
ょ
う
ご
J
C
C
」を
定
期
発
行
し
、

生
協
、
農
協
、
漁
協
、
森
林
組
合
運
動
相
互
の

情
報
交
流
と
、
兵
協
連
内
部
は
も
と
よ
り
、
行

政
・
関
係
諸
団
体
へ
の
広
報
を
強
化
し
ま
す
。

4
．
環
境
保
護
・
食
の
安
全
・
食
育
な
ど
、
地
域

や
く
ら
し
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
協

議
し
、協
同
組
合
間
で
連
携
し
て
す
す
め
ま
す
。

5
．
キ
ッ
ク
オ
フ
に
続
き
2
0
1
2
国
際
協
同
組

合
年
の
行
事
を
兵
庫
J
C
C
と
し
て
取
り
組

み
、
具
体
化
・
実
施
し
ま
す
。（
2
0
1
2
国

際
協
同
組
合
年
、
I
C
Aｰ

A
P
神
戸
等
）

課
題
4
　
行
政
な
ら
び
に
関
係
諸
団
体
と
の
連

携
・
交
流
を
深
め
ま
す
。

1
．「
近
畿
地
区
生
協
・
行
政
合
同
会
議
」を
通
じ
、

厚
生
労
働
省
、
県
行
政
等
と
の
関
係
を
深
め
ま

す
。

2
．
兵
庫
県
行
政
と
兵
協
連
理
事
会
と
の
懇
談
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
兵
庫
県
知
事
と
の
懇

談
の
場
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

3
．兵
庫
県
、神
戸
市
等
の
関
係
部
署
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
、
日
常
の
関
係
づ
く

り
を
強
め
ま
す
。

4
．
行
政
や
議
会
か
ら
の
情
報
や
そ
の
状
況
に
つ

い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
努
め
ま

す
。

5
．
県
下
の
各
消
費
者
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
つ
と
め
、
K
C
'
s
（
N
P
O
「
消

費
者
支
援
機
構
関
西
」
お
よ
び
N
P
O
ひ
ょ
う

ご
消
費
者
ネ
ッ
ト
等
と
連
携
し
て
、
消
費
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
一

緒
に
取
組
み
ま
す
。

6
．
県
内
消
費
者
行
政
強
化
の
支
援
と
会
員
生
協

へ
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

7
．
農
林
水
産
省
・
近
畿
農
政
局
と
の
懇
談
会
を

通
し
て
、
生
協
や
消
費
者
の
声
が
行
政
に
活
か

さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

8
．
近
畿
地
区
府
県
生
協
連
、
日
本
生
協
連
関
西

地
連
と
の
協
同
・
連
帯
・
交
流
を
強
め
ま
す
。

課
題
5
　
く
ら
し
、
平
和
、
福
祉
、
環
境
な
ど
社

会
的
諸
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

1
．
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
や
ユ
ニ
セ
フ
を
含
め
た

多
彩
な
平
和
の
諸
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

2
．
食
の
安
全
・
安
心
、
消
費
者
被
害
防
止
な
ど

く
ら
し
と
健
康
を
守
る
諸
課
題
に
取
り
組
み
ま

す
。

3
．
地
球
温
暖
化
防
止
・
C
O
2
削
減
な
ど
の
幅

広
い
環
境
問
題
や
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

暮
ら
し
の
課
題
、
ま
た
福
祉
活
動
な
ど
の
社
会

的
な
課
題
に
つ
い
て
、
生
活
者
・
消
費
者
の
視

点
か
ら
の
学
習
会
を
検
討
し
ま
す
。

4
．
東
日
本
大
震
災
へ
の
息
の
長
い
支
援
を
目
指

す
と
と
も
に
、「
緊
急
時
に
お
け
る
応
急
生
活

物
資
供
給
等
に
関
す
る
協
定
」
及
び
「
実
施
細

目
」
に
も
と
づ
き
、
会
員
生
協
と
連
携
し
て
緊

急
時
の
救
援
、
支
援
活
動
が
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
兵
庫
県
等
が
お
こ
な
う

防
災
・
減
災
や
地
域
の
安
全
・
安
心
、
ま
ち
づ

く
り
な
ど
に
参
加
し
ま
す
。

5
．「
賀
川
豊
彦
献
身
1
0
0
年
記
念
事
業
」
で

の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
生
協
・
協
同
組
合
の
理

念
の
浸
透
や
原
点
を
見
つ
め
直
す
学
習
・
交
流

等
を
続
け
、
こ
れ
か
ら
の
生
協
・
協
同
組
合
活

動
の
前
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

２
０
１
２
年
度

活

動

計

画

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

〜
協
同
が
息
づ
く
兵
庫
の
ま
ち
づ
く
り
〜

基本
テーマ
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兵庫県生協連・2012年度 新執行体制� ○新任
役 　 職 氏　名 単協・役職名 役　職 氏　名 単協・役職名
会長理事 本田　英一 コープこうべ　組合長理事

理　　事

大沼　和世 生活クラブ都市生活　副理事長
副会長理事 寺尾　善喜 大学生協阪神事業連合 専務理事 小野田敏行 神戸市民生協　専務理事
専務理事 ○三宅　康平 コープこうべ　統括部長 酒井　行雄 兵庫労働共済生協　理事長

理　　事

板崎　　聡 神戸医療生協　専務理事 ○桑村　義敏 兵庫県学校生協　専務理事
髙橋　秀行 関西学院大学生協　専務理事 ○若山　忠義 近畿労働金庫兵庫地区統括本部　本部長
福島　　哲 尼崎医療生協　専務理事

監　事
藤田　雄三 姫路市民共済生協　理事長

新保　雅子 コープこうべ　理事 金丸　正樹 ろっこう医療生協　専務理事
伴　　智代 コープこうべ　理事  秦　　正雄 コープこうべ　常務理事

～　退任の理事　～
大西憲慈（生活協同組合コープこうべ）
大槻信夫（近畿労働金庫兵庫地区統括本部）
井上信行（兵庫県学校生活協同組合）

Ⅰ．開催日時	 2012年6月27日（水）
	 午後3時30分〜3時37分
Ⅱ．開催会場	 兵庫県民会館　11階　「1103」
Ⅲ．出 席 者	 �本田、寺尾、三宅、板崎、髙橋、福島、新保、伴、

大沼、小野田、酒井、桑村、若山（以上、理事）
	 藤田、金丸、秦（以上、監事）

兵協連第 1 回 理 事 会 報 告

●会長理事、副会長理事、専務理事　互選の件
　三役の互選については、理事全員の賛成で下記の理事が選任された。
　　会長理事 　　 本 田 英 一
　　副会長理事 　 寺 尾 善 喜
　　専務理事 　　 三 宅 康 平

●代表理事の選定の件
　代表理事の選定については、理事全員の賛成で下記の理事が就任した。
　　会長理事 　　 本 田 英 一
　　副会長理事 　 寺 尾 善 喜
　　専務理事 　　 三 宅 康 平

●生協貸付資金審査会　委員委嘱の件
　�生協対策資金貸付審査会規約第3条に基づき、2012年度の審査会委員として、
　兵庫県生協連会長理事の他、6人が委嘱されあわせて、下記の7人が就任した。
　　本 田 英 一（兵庫県生協連 ・ 会長理事）
　　寺 尾 善 喜（兵庫県生協連 ・ 副会長理事）
　　三 宅 康 平（兵庫県生協連 ・ 専務理事）
　　板 崎 　 聡（会員〜神戸医療生協 ・ 専務理事）
　　大 沼 和 世（会員〜生活クラブ都市生活 ・ 副理事長）
　　小野田敏行（会員〜神戸市民生協 ・ 専務理事）
　　若 山 忠 義（学識経験〜近畿労働金庫兵庫地区統括本部･ 本部長）

7

兵
協
連
だ
よ
り



Ⅰ．開催日時　2012年₆月11日㈪　午後₂時～₃時35分
Ⅱ．開催会場　兵庫県民会館　12階「1201」　
Ⅲ．出 席 者　本田会長理事、寺尾副会長理事、大西専務理事、
　　　　　　　板崎、福島、大槻、新保、伴、大沼、小野田、
　　　　　　　酒井（以上、理事）
　　　　　　　藤田、金丸、秦（以上、監事）

＜協議事項＞
　⑴　兵協連第62回通常総会招集に関する書面議決の取り扱いについて
　⑵　兵協連第62回通常総会議案
　　　①第 1 号議案　2011年度活動報告承認について
　　　　　　　　　　決算報告、剰余金処分案承認について
　　　　　　　　　　監査報告について
　　　②第 2 号議案　2012年度活動計画および収支予算案承認について
　　　③第 3 号議案　役員選任について
　　　④第 4 号議案　役員報酬決定について
　　　⑤第 5 号議案　常勤役員の退職慰労金支給について
　　　⑥第 6 号議案　議案決議効力発生について
　⑶　兵協連2012年度会費額決定について
　⑷　県知事感謝表彰、および兵協連会長表彰について
　⑸　2012年度兵協連研修計画（案）について

＜報告事項＞
　⑴　「会員生協の概況報告」について、各出席理事・監事より報告
　⑵　前回理事会から 6 月初旬までの兵協連諸行事・諸活動報告
　⑶　兵協連第62回通常総会の運営について
　⑷　2012年度兵庫JCC幹事会の開催報告
　⑸　2012国際協同組合年「第90回国際協同組合デー・兵庫県記念大会」について
　⑹　「引当金」について
　⑺　総会直後の第1回理事会協議事項（案）について
　⑻　対外団体の役員等推薦について

2011年度　兵庫県生協連　第6回理事会報告

兵協連第 3 回「労働安全衛生研修・学習会」のご案内

お申し込み・お問い合わせ　兵庫県生協連 ℡078-391-8634

　事業・活動と職場の労働安全衛生などの大切さについて研修会を開催いたします。
　働きやすく、安全な職場環境のあり方について、実例をあげながら解説いただきます。役職員の皆
さまの積極的なご参加をお待ちしています。

「労働安全衛生研修・学習会」

日 時：7月27日（金）14時〜16時30分
会 場：兵庫県民会館　7階　ぼたん
対 象：会員生協・団体の役職員（定員36名）
講 師：茶園　幸子 氏（社会保険労務士）
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6
月
2
日
㈯
、
賀
川
記
念
館
・
メ
モ
リ

ア
ル
ホ
ー
ル
に
て
、「
協
同
組
合
の
可
能
性

を
探
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

i
n 

神
戸
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
第
1
部
と
し
て

野
尻
武
雄 

神
戸
大
学
名
誉
教
授
（
元
コ
ー

プ
こ
う
べ
理
事
長
）
に
よ
る
「
基
調
講
演
」、

第
2
部
は
、
生
協
連
・
全
労
済
・
ろ
う
き

ん
・
N
P
O
の
実
践
者
を
お
招
き
し
た
「
報

告
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
内
容
と
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
土
曜
の
午
後
に
も
関
わ
ら

ず
、
N
P
O
・
企
業
・
学
生
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
方
を
は
じ
め
、
ろ
う
き

ん
・
全
労
済
・
生
協
の
職
員
が
参
加
、
定

員
60
名
の
と
こ
ろ
、
約
90
名
も
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
会
場
は
満
席
で
座
席
を
追
加

す
る
ほ
ど
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
協
同
組
合
の
果
た
し

て
い
る
役
割
が
良
く
分
か
っ
た
」「
協
同
組

織
で
働
く
喜
び
と
責
任
を
感
じ

た
」「
協
同
組
合
や
N
P
O
の
活

動
を
知
る
機
会
を
い
た
だ
き
勉

強
に
な
っ
た
」「
地
域
で
N
P
O

が
果
た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と

が
分
か
っ
た
」「
協
同
組
合
と

N
P
O
と
の
連
携
に
期
待
し
た

い
」
な
ど
の
声
が
ア
ン
ケ
ー
ト

で
多
数
寄
せ
ら
れ
、
と
て
も
好

評
で
し
た
。

�

（
通
信
員
　
森
下
晃
司
）

尼
崎
信
用
金
庫
理
事
長　

橋
本
博
之

は
、
平
成
24
年
４
月
29
日
の
内
閣
府
発

表
に
よ
る
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
平
成

24
年
国
家
褒
章
「
旭
日
小
綬
章
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

「
旭
日
小
綬
章
」
は
、
国
家
ま
た
は

公
共
に
対
し
功
労
が
あ
り
、
功
績
の
内

容
に
着
目
し
、
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た

者
に
与
え
ら
れ
る
栄
誉
あ
る
勲
章
で
す
。

受
章
は
、
信
用
金
庫
理
事
長
と
し
て

地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
全
国
信
用
金
庫
協
会
を
は
じ
め
と

す
る
業
界
団
体
の
要
職
を
務
め
、
業
界

の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

橋
本
理
事
長
は
、
受
章
に
あ
た
り

「
身
に
余
る
章
を
賜
わ
る
こ
と
に
な
り
、

誠
に
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
受
賞

は
尼
崎
信
用
金
庫
が
取
り
組
む
地
域
金

融
機
関
と
し
て
の
社
会
的
役
割
・
使
命

と
位
置
付
け
た
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
今
後
も
尼
崎
信
用
金
庫
は
、

企
業
市
民
の
一
員
と
し
て
地
域
社
会
へ

の
貢
献
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け

て
、
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
発

表
し
ま
し
た
。

�

（
通
信
員
　
下
山
正
一
）

近
畿
労
働
金
庫
兵
庫
地
区
統
括
本
部

尼
崎
信
用
金
庫
職
員
生
活
協
同
組
合

「
2
0
1
2
国
際
協
同
組
合
年
」
記
念
事
業
キ
ッ
ク
オ
フ
・
イ
ベ
ン
ト

「
協
同
組
合
の
可
能
性
を
探
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

i
n 

神
戸
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

尼
崎
信
用
金
庫
　
橋
本
理
事
長旭

日
小
綬
章
を
受
章

約90名が集いました

震災復興支援にかかわる活動を中心に報告

講演される 野尻武敏 名誉教授
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■
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ

第
92
期
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

6
月
12
日
㈫
、「
第
92
期
通
常
総
代

会
」
が
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
、
当
日
は
、
総
代
総
数
1
0
9
2
人
中
、

1
0
8
1
人
（
書
面
議
決
、
委
任
状
）
が

出
席
。
2
0
1
1
年
度
事
業
報
告
と
決
算

報
告
、
2
0
1
2
年
度
事
業
計
画
（
案
）

と
収
支
予
算
（
案
）
な
ど
6
つ
の
議
案
が

す
べ
て
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
櫻
井
啓
吉
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
本
田
英
一

組
合
長
理
事
が
、

第
1
号
議
案
の

2
0
1
1
年
度
事

業
報
告
と
し
て
、

①
大
阪
北
生
協

と
の
合
併
、
②
東

日
本
大
震
災
へ
の

対
応
、
③
原
発
事

故
に
伴
う
放
射
能

汚
染
問
題
へ
の
対

応
、
④
経
営
改
革

の
取
り
組
み
を
述

べ
、
そ
の
後
、
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
に
基
づ
き
決
算

報
告
し
た
後
、
第
2
号
議
案
の
2
0
1
2

年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
案
を
提
案
し

ま
し
た
。「
新
中
期
計
画
」
の
基
本
方
針
の

も
と
に
、
あ
ら
た
め
て
生
協
の
原
点
に
立

ち
返
り
、
生
協
ら
し
い
事
業
を
追
求
し
て

い
く
た
め
に
、

⑴　

�

生
協
ら
し
い
組
織
運
営
の
あ
り
方

を
追
求
し
、
健
全
な
社
会
の
確
立

に
貢
献
す
る
こ
と

⑵　

�

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
に

継
続
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

自
然
災
害
や
放
射
性
物
質
に
よ
る

食
品
汚
染
な
ど
の
く
ら
し
の
不
安

に
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と

⑶　

�

安
定
し
た
収
益
力
を
確
保
す
る
た

め
の
経
営
改
革
を
継
続
し
、
新
た

な
事
業
戦
略
へ
の
準
備
を
進
め
る

こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
任
期
満
了
に
伴
う
監
事
候
補
が

提
案
さ
れ
、
7
人
全
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。�

（
通
信
員 

榊
原
晶
子
）

■
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
都
市
生
活

2
0
1
2
年
6
月
7
日
㈭　

兵
庫

県
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

2
0
1
2
年
度
の
生
活
ク
ラ
ブ
都
市
生

活
第
26
回
通
常
総
代
会
が
、
総
代
の
実

出
席
87
・
委
任
状
出
席
14
・
書
面
出
席

15
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
例
年
の
会
場
か
ら
初
め
て

の
会
場
に
変

わ
り
ま
し

た
。
昨
年
ま

で
は
椅
子
だ

け
で
し
た

が
、
今
年
は

机
を
用
意

し
、
座
席
は

支
部
ご
と
に

指
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、

開
催
時
間
も

昼
食
休
憩
を
な
く
し
短
縮
し
ま
し
た
。

出
来
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
総
代
に
最
後

ま
で
審
議
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
工
夫

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
事
前
に
開
催

さ
れ
た
各
支
部
議
案
書
説
明
会
で
の
質

疑
を
ま
と
め
た
も
の
を
手
元
資
料
と
し

て
配
布
し
、
当
日
の
質
疑
の
中
で
も
あ

ら
た
め
て
理
解
が
す
す
む
よ
う
に
し
ま

し
た
。
結
果
、
活
発
な
論
議
の
後
、
す

べ
て
の
議
案
が
、
原
案
通
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。�

�

（
通
信
員 

紺
本
　
直
）

■
兵
庫
県
学
校
生
活
協
同
組
合

2
0
1
2
年
6
月
26
日
㈫
午
後
1
時

よ
り
、
神
戸
市
中
央
区
の
ラ
ッ
セ
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
総
代
数
1
2
0
名
中

1
1
5
名
の
出
席
に
よ
り
第
86
回
通
常

総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
長
の
進
行
に
よ
り
、
各
議
案
に
つ

い
て
順
次
、
提
案
・
報
告
、
審
議
さ
れ

ま
し
た
が
、
す
べ
て
満
場
一
致
で
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
共
同
購

入
事
業
を
は
じ
め
と
す

る
各
供
給
形
態
で
の
取

組
結
果
や
学
校
生
協
型

連
帯
を
目
指
し
た
ガ
ッ

コ
ー
プ
事
業
連
合
の
活

動
、
大
幅
な
経
費
削
減

に
よ
り
プ
ラ
ス
と
な
っ

た
損
益
の
概
況
等
に
つ

い
て
、
各
総
代
は
熱
心

に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

10

兵
協
連
だ
よ
り

2012年度　会員生協

総 代 会 報 告



ま
た
、
本
年
度
は
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
理
事
14
名
・
監

事
2
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
現
在
、
供
給
促
進
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
「
夏
の
ギ
フ
ト
」
に
つ
い
て

の
事
業
紹
介
と
状
況
報
告
を
行
う
と
と

も
に
、
こ
の
企
画
で
取
り
組
む
「
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
の
利

用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

閉
会
前
に
は
任
期
満
了
に
伴
い
退
任

す
る
泉
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

総
代
会
閉
会
後
に
2
0
1
2
年
度
第
2

回
理
事
会
を
開
催
し
、
代
表
理
事
・
理

事
長
に
池
田
啓
子
、
副
理
事
長
に
加
賀

晴
彦
、
専
務
理
事
に
桑
村
義
敏
が
就
任

し
ま
し
た
。

�

（
通
信
員 

池
田
周
一
）

■
甲
南
大
学
生
活
協
同
組
合

5
月
24
日
㈭　

16
時
30
分
よ
り
、
甲
南

大
学
学
友
会
館
3
階
生
協
食
堂
に
お
い

て
、
2
0
1
2
年
度
（
第
44
回
）
通
常
総

代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
総
代
総
数
1
2
1
名
中
、

1
0
0
名
の
出
席
（
本
人
出
席
36
名
、
書

面
議
決
64
名
）
が
あ
り
ま
し
た
。
す
べ
て

の
議
案
が
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
出
席
で
き
な
い
総
代
の
方

に
書
面
議
決
用
紙
を
お
渡
し
す
る

際
に
は
生
協
へ
の
意
見
や
要
望
を

記
入
し
て
い
た
だ
く
用
紙
も
同
時

に
お
渡
し
し
て
、
記
入
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
営
業
時
間
や
価
格

へ
の
要
望
も
多
い
中
、
今
年
度
は

「
今
の
ま
ま
が
い
い
」・「
前
よ
り
使
い
や

す
く
な
っ
た
」
等
々
の
ご
声
援
も
多
く
励

み
に
な
り
ま
し
た
。
総
代
会
に
て
何
件
か

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
代
会
閉
会
後
、
第
1
回
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
昨
年
に
引
き
続
き
理
事
長
に
安

西
敏
三
代
表
理
事
が
、
専
務
理
事
に
初
田

真
紀
子
代
表
理
事
が
就
任
い
た
し
ま
し

た
。理

事
会
終
了
後
は
学
友
会
館
2
階
の
レ

ス
ト
ラ
ン
に
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催

し
、
理
事
・
監
事
と
総
代
会
を
運
営
し
て

く
れ
た
学
生
及
び
生
協
職
員
の
懇
親
会
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
教
員
理
事
・
監
事
や
大
学
職

員
理
事
も
全
員
重
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
結
束
力
の
高
い
理
事
会
活
動
を

進
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

2
0
1
2
年
度
は
「
自
分
た
ち
の
甲
南

大
学
生
協
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
取
り

組
み
を
進
め
、
経
営
の
改
善
を
進
め
、「
甲

南
大
学
に
生
協
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
生
協
と
し
て

の
価
値
を
高
め
ら
れ
る
活
動
を
行
い
ま

す
。�

（
理
事
会
室 
中
谷
満
子
）

■
兵
庫
県
立
大
学
生
活
協
同
組
合

兵
庫
県
立
大
学
生
協
で
は
5
月
26
日
に

姫
路
書
写
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
第
22
回
通
常

総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
の
実
出
席
を
い
た
だ
き
、
昨

年
度
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
今
年
度
目
指

す
べ
き
姿
を
総
代
の
皆
さ
ん
に
ご
報
告
し

ま
し
た
。

特
に
、
兵
庫
県
と
の
連
携
事
業
に
お
け

る
学
生
に

よ
る
若
者

消
費
者
力

ア
ッ
プ
事

業
の
一
環

と
し
て
取

り
組
ん

だ
、
新
入

生
向
け
の

「
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル

に
遭
わ
な

い
た
め
の

啓
発
ビ
デ
オ
」
の
上
映
で
は
大
き
な
反
響

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
度
は
、「
組
合
員
の
充
実

し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
実
現
を
目
指
し

ま
す
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
各
種
事
業
活

動
と
学
生
委
員
会
活
動
が
タ
ッ
グ
を
組
ん

で
、
オ
ー
ル
大
学
生
協
で
各
キ
ャ
ン
パ
ス

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
通
信
員 

藤
井
貴
浩
）

■
大
学
生
協
阪
神
事
業
連
合

組
合
員
が
主
役
と
な
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
実
現
に
向
け
て

去
る
5
月
27
日
㈰
に
、
大
阪
大
学
吹
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
大
学
生
協
阪
神

事
業
連
合
の
第
2
回
通
常
総
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
当
日
は
代
議
員
24
会
員
39

名
の
出
席
に
よ
り
、
す
べ
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
9
月
に
阪
神
事
業
連
合
と
な
っ
て

か
ら
初
め
て
の
通
常
総
会
で
あ
る
た
め
、

合
併
に
よ
る
効
果
や
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
討
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

私
た
ち
大
学
生
協
は
、
2
0
1
0
年
よ

り
大
学
生
の
た
め
の
消
費
者
教
育
に
関
す

る
取
り
組
み
を
、
行
政
の
方
と
と
も
に
お

こ
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
兵
庫

県
の
ご
推
薦
に
よ
り
、
消
費
者
庁
「
ベ
ス

ト
消
費
者
サ
ポ
ー
タ
ー
章
」
を
授
章
す
る

こ
と
が
で
き
、
総
会
の
中
で
授
章
式
を
執

り
お
こ
な
い
ま
し
た
。
大
学
生
協
は
学
生

と
い
う
若
年
層
の
消
費
者
を
多
く
の
組
合

員
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
消
費
者
（
組
合
員
）
と
事
業
者
（
大
学

生
協
）、
そ
し
て
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

消
費
者
（
組
合
員
）
が
主
役
と
な
る
社
会

（
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
）
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
通
信
員 

藤
江
正
俊
）

■
神
戸
医
療
生
活
協
同
組
合

第
70
回
　
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

6
月
24
日
（
日
）
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル
に

て
、
第
70
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
代
・
理
事
・
監
事
・
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
総
勢
4
4
5
名
の
参
加
で
し
た
。

今
年
初
め
て
開
催
し
た
「
地
区
別
総
代

会
」
で
出
さ
れ
た
意
見
や
質
問
に
答
え
る

形
で
、
板
崎
専
務
が
2
0
1
2
年
度
の
運
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動
方
針
案
を
提
案
し
、
討
論
で

は
、
多
彩
な
活
動
が
事
業
所
や

支
部
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
員
表
彰
、
職
員

の
勤
続
表
彰
を
し
、
新
入
職
員

に
よ
る
元
気
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

満
場
一
致
で
、
2
0
1
2
年

度
「
私
た
ち
の
運
動
の
す
す
め

方
」
が
採
択
さ
れ
、
新
年
度
の
運
動
が
本

格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。

�

（
通
信
員 
日
笠
美
樹
）

■
阪
神
医
療
生
活
協
同
組
合

第
43
回
通
常
総
代
会
を
6
月
24
日
9
時

30
分
、
園
田
地
区
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
総

代
2
2
1
名
の
出
席
に
よ
り
開
催
し
ま
し

た
。2

0
1
1
年
度
は
診
療
所
の
新
築
移
転

と
短
時
間
通
所
リ
ハ
ビ
リ
事
業
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
小
中
島
診
療
所
の
新

築
移
転
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
て
組
合
員
の
願
い
や
要
望
、
ア
イ

デ
ア
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
増
資
運
動
で

は
多
く
の
組
合
員
よ
り
応
援
を
得
て
、
目

標
額
を
上
回
る
増
資
に
よ
り
、
2
0
1
2

年
の
4
月
に
移
転
を
完
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、わ

か
く
さ
診

療
所
の
リ

ハ
ビ
リ
に

特
化
し
た

短
時
間
通

所
リ
ハ
ビ

リ
事
業
を
5
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
ス

タ
ッ
フ
の
努
力
が
実
り
、
順
調
に
利
用
者

が
増
加
し
、
4
ヶ
月
目
に
は
剰
余
を
出
す

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
活
動
で
は
、
一
人
暮
ら
し
や
高

齢
者
の
方
が
安
心
し
て
生
活
が
出
来
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
、
地
域
の
組
合
員
と

と
も
に
、
ふ
れ
あ
い
訪
問
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

2
0
1
2
年
度
は
、
組
合
員
自
治
と
組

織
担
当
の
役
割
に
つ
い
て
の
検
討
、
震
災

支
援
の
継
続
、
原
発
に
依
存
し
な
い
安
全

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
求
め
る
活
動
を
行
う
こ

と
が
承
認
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

�

（
通
信
員 

小
城
直
樹
）

■
姫
路
医
療
生
活
協
同
組
合

6
月
22
日
（
金
）
14
時
か
ら
、
イ
ー

グ
レ
ひ
め
じ
・
あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル
で

2
0
1
2
年
度
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は
総
代
、
理
事
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
を
含
め
2
3
0
名
以
上
が
参

加
し
、
討
議

を
深
め
ま
し

た
。2

0
1
1

年
度
の
ま
と

め
で
は
、
福

祉
介
護
セ
ン

タ
ー
『
お
お

つ
』『
て
が

ら
』
を
2
カ

所
同
時
建
設

で
開
設
し
た

こ
と
、
建
設

を
通
し
て
地
域
の
組
合
員
活
動
が
活
発
化

し
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
展
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
、
生
協
全
体
で
経
営
剰
余
率

2
.
3
％
の
黒
字
を
確
保
で
き
た
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
度
は
「
事
業
を
通
じ
て
の

社
会
貢
献
で
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
し
ま

す
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲
げ
、
安
定
し
た

経
営
と
優
秀
な
人
材
確
保
・
育
成
に
努
め
、

超
高
齢
社
会
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
事

業
活
動
、
組
合
員
活
動
と
も
に
、
積
極
的

に
地
域
包
括
ケ
ア
の
と
り
く
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
方
針
の
重
点
課
題
と
し
て
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

討
議
の
時
間
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
・

事
業
所
か
ら
、
前
進
し
た
活
動
や
今
後
の

抱
負
な
ど
が
語
ら
れ
会
場
も
関
心
を
も
っ

て
聞
き
入
り
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
全
て
採
択
さ
れ
、

総
代
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

�

（
通
信
員 

岡
田
佐
織
）

■
ろ
っ
こ
う
医
療
生
活
協
同
組
合

第
28
回
総
代
会
は
総
代
定
数
2
1
0
名

中
1
9
8
名
が
出
席
（
う
ち
書
面
議
決
54

名
、
9
名
委
任
）
で
成
立
。
役
職
員
傍
聴

あ
わ
せ
て
2
1
3
名
が
参
加
し
ま
し
た　

村
上
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
、
ご
来
賓
の
兵

庫
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
の
大
西
専
務

理
事
な
ど
ご
来
賓
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
金

丸
専
務
理
事
か
ら
議
案
提
案
、
下
川
監
事

か
ら
監
査
報
告
へ
と
続
き
ま
し
た
。
全
体

会
で
は
、
五
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
、
脳
イ

キ
イ
キ
教
室
、
東
雲
診
療
所
10
周
年
、
六

甲
道
診
療
所
20
周
年
、
班
会
や
た
ま
り

場
、
東
灘

組
合
員
セ

ン
タ
ー
甲

南
開
設
の

取
り
組
み

の
活
動
報

告
が
あ
り
、

全
て
の
議

案
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
永
年
勤
続
表
彰
の
あ
と
、

特
別
ア
ピ
ー
ル
「
組
合
員
2
万
人
の
力
を

発
揮
す
る
た
め
、
け
ん
こ
う
ク
ラ
ブ
を

1
5
0
に
増
や
し
、
さ
ら
に
東
日
本
大
震

災
支
援
、
脱
原
発
の
取
り
組
み
を
強
め
ま

し
ょ
う
！
」
を
採
択
し
閉
会
し
ま
し
た
。

�

（
通
信
員 

古
市
賢
二
）

■
神
戸
市
民
生
活
協
同
組
合

平
成
22
年
度
通
常
総
代
会
が
、
6
月
21

日
㈭
午
後
2
時
よ
り
、
神
戸
海
洋
博
物
館

内
に
お
い
て
総
代
1
5
6
名
（
書
面
、
委

任
状
出
席
を
含
む
）
及
び
兵
庫
県
を
は
じ

め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
出
席
い

た
だ
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

矢
田
理
事
長
が
「
本
年
の
国
際
協
同
組

合
年
に
伴
い
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
総

会
が
11
月
に
神
戸
で
開
催
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に

協
同
組
合
が
果
た
し
て

い
る
社
会
的
役
割
の
認

知
度
を
高
め
て
、
地
域

に
根
差
し
た
市
民
共
済

と
し
て
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
魅
力
あ
る
共

済
生
協
と
な
る
よ
う
努
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め
る
。」
と
挨
拶
を
行
い
、
続
い
て
ご
来

賓
の
紹
介
、
関
係
諸
団
体
の
祝
電
披
露
及

び
総
代
の
永
年
勤
続
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
各
議
案
の
審
議
に
入
り
、

・
平
成
23
年
度
決
算
書
類
等
の
承
認

・�

平
成
24
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
目
論

見
・�

共
済
事
業
と
の
兼
業
禁
止
に
よ
る
事
業

の
廃
止
に
伴
う
定
款
の
一
部
変
更

・�

告
知
事
項
を
緩
和
し
た
医
療
共
済
提
供

の
為
の
共
済
事
業
規
約
の
一
部
変
更
な

ど全
13
議
案
が
異
議
な
く
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
今
回
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
理
事

の
選
任
が
行
わ
れ
、
新
任
の
7
名
を
含
む

理
事
16
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
総
務
課 

多
鹿
純
一
）

■
尼
崎
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合

第
57
回
通
常
総
代
会
は
、
平
成
24
年
6

月
4
日
（
月
）、
尼
崎
市
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
「
玉
翔
の
間
」
に
お
い
て
、
総
代

1
2
8
名
中
1
0
5
名
（
書
面
出
席
を
含

む
）
並
び
に
大
勢
の
ご
来
賓
の
方
々
の
出

席
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

稲
村
理

事
長
は
、

「
こ
の
尼

崎
市
民
共

済
は
、
地

域
の
皆
様

の
支
え
に

よ
り
、
本

当
に
順
調
に
運
営
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
密
着
の
共
済
制

度
が
、
顔
の
見
え
る
関
係
で
地
域
に
絆
を

生
み
、
地
域
の
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ

と
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
実
感

し
て
い
る
。
今
後
と
も
こ
の
組
合
が
地
域

の
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
の
安
全
安
心
を

守
っ
て
い
く
、
そ
う
い
っ
た
要
に
な
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。」
と
挨
拶
を

行
い
、
引
き
続
き
平
成
23
年
度
決
算
関
係

書
類
等
の
承
認
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
12

議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
う
ち
、
平
成
24
年
度
の
事
業
計

画
で
は
、
国
連
が
今
年
を
国
際
協
同
組
合

年
と
宣
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
組
合
員

の
相
互
扶
助
と
い
う
共
済
制
度
の
重
要
性

と
震
災
で
再
認
識
さ
れ
た
絆
の
大
切
さ
を

強
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
尼
崎
市
内
は
も
と
よ

り
市
外
へ
も
宣
伝
活
動
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
。
賃
貸
住
宅
事
業
に
つ
い
て
は
、
消

費
生
活
協
同
組
合
法
の
改
正
に
よ
り
、
本

年
度
を
も
っ
て
終
息
と
な
る
こ
と
か
ら
、

残
さ
れ
た
期
間
、
入
居
者
の
快
適
な
住
環

境
の
維
持
に
努
め
る
こ
と
を
説
明
し
、
12

議
案
す
べ
て
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
通
信
員 

中
村
由
起
子
）

■
姫
路
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合

第
56
回
通
常
総
代
会
は
6
月
28
日
㈭
13

時
30
分
よ
り
、
姫
路
市
自
治
福
祉
会
館
7

階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
総
代
1
2
0
名

（
書
面
、
委
任
状
出
席
を
含
む
）
並
び
に

多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ

き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
が
開
会
を
宣
言
し
た
後
、
藤
田

理
事
長
が
「
経
済
状
況
の
変
化
や
高
齢
化

が
当
組
合
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
共
済
募

集
体
制
の
見
直
し
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
よ
り
一
層
組
合
員
の
視
点
に
立
ち
健

全
な
事
業
運
営
に
努
力
し
ま
す
」
と
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
紹
介
、
祝
電
披
露
に

続
い
て
議
事
に
移
り
、
平
成
23
年
度
の
事

業
報
告
、
平
成
24
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
目
論
見
書
の
承
認
等
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
事
業
計

画
で
は
、「
組
合
員
の
相
互
扶
助
」
と
い

う
初
心
に
立
ち
返
り
「
顔
の
見
え
る
市
民

共
済
」
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
組
合
事

業
の
使
命
を
果
た
せ
る
よ
う
、
共
済
契
約

加
入
促
進
及
び
広
報
宣
伝
の
実
施
に
努
め

て
い
く
と
の
説
明
が
あ
り
、
全
8
議
案
が

異
議
な
く
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
、
一
部
の
理
事
辞
任
に
伴
う
補
充
選

任
が
行
わ
れ
、
2
名
が
選
任
さ
れ
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

�
（
通
信
員 

山
本
悠
人
）

単　協　人　事

生　協　名 役　職　名 氏　名 生　協　名 役　職　名 氏　名

佐 曽 利 消 費 生 活 協 同 組 合
理 事 長 中村　　豊 大 手 前 大 学 生 活 協 同 組 合 専 務 理 事 高橋健太郎

専 務 理 事 福本　昭夫
生 活 協 同 組 合 連 合 会
大 学 生 協 阪 神 事 業 連 合

理 事 長 堀田　和弘

生活協同組合コープ自然派兵庫 理 事 長 山口　邦子 副 理 事 長 井内　善臣

西 宮 市 職 員 生 活 協 同 組 合 専 務 理 事 小郷　勝啓 副 理 事 長 出原　隆俊

兵 庫 県 学 校 生 活 協 同 組 合
理 事 長 池田　啓子 阪 神 医 療 生 活 協 同 組 合 専 務 理 事 西川　英樹

専 務 理 事 桑村　義敏 尼崎市民共済生活協同組合 専 務 理 事 村山　保夫

兵庫県立大学生活協同組合
（園田学園女子大学生協　専務理事兼任） 専 務 理 事 藤井　貴浩

姫路市民共済生活協同組合 専 務 理 事 木原　義則

近畿労働金庫兵庫地区統括本部 本 部 長 若山　忠義
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兵庫県漁業協同組合連合会Ｊ
Ｆ JA グループ兵庫Ｊ

Ａ

今年も淡路島内で
アオリイカ産卵床を設置します

ＪＡあわじ島が
『女子プロ野球リーグで
あわじ島野菜をＰＲ』

JA あわじ島は5月5日、ほっともっとフィール
ド神戸で開催された日本女子プロ野球リーグ「兵
庫スイングスマイリーズ対大阪ブレイビーハニー
ズ」の公式戦に協賛し、JA あわじ島の新鮮野菜
や JA 共済の PR を行いました。

JA 共済連兵庫のオフィシャルパートナーであ
る日本女子プロ野球リーグとの共同企画により実
現。今回初めて JA の PR 試合として開催されま
した。

当日は、GW ということもあり、球場前には長
蛇の列で多くの人でにぎわいました。入場ゲート
では来場者へ「淡路島たまねぎ」のプレゼント
を行いました。また、試合途中の PR タイムには
JA あわじ島キャラクター「たまねぎサンちゃん」
が登場し、JA あわじ島の野菜を元気いっぱいに
PR しました。

そして、試合終了後には勝利チーム賞として「季
節の野菜詰め合わせ」1年分を贈呈しました。

来場者は「甘くて有名な淡路島たまねぎを食べ
てみたかった」と思いがけないプレゼントに大喜
びでした。

淡路では平成19
年度より、南あわ
じ市内の各 JF を
中心に、バベ（ウ
バメガシ）等の柴
を用いた産卵床を
設置して、アオリ
イ カ 資 源 増 大 を

図っており、平成22年度からは（社）淡路水交会
が主体となって、島内全域に区域を拡げて取り組
んでいます。その産卵床の設置が今年度も始まり、
5〜6月に島内各地で順次設置しています。

毎年、設置した柴にはアオリイカの卵塊はもちろ
んモンゴウイカの卵塊、稚ナマコなども確認されて
おり、メバルなどの仔稚魚の蝟集効果も確認され
ています。このように産卵床設置の効果が少しず
つ実感できており、今後も漁獲量の増加につなげ
ていくために取り組みを継続することが必要です。

一方、遊漁者等による産卵期の小型アオリイカ
の採捕は、資源への悪影響が懸念されており、淡
路市、洲本市、南あわじ市は、島内沿岸でアオリ
イカ釣りをする人に向けて「7月〜9月の間のリリー
ス」、「アオリイカの胴長が15cm 未満のリリース」
への理解と協力をお願いする啓発看板を設置し、
漁業者による資源増大の取り組みや、資源保護に
ついての普及啓発活動に取り組んでいます。

また、このような普及啓発活動は、島内外の釣
り人にも周知していく必要があるため、県洲本農
林水産振興事務所では、釣り人への啓発ポスター
を作成し、島内外のつり餌・釣具店等へ配布して、
アオリイカ資源増大の取り組みへの理解と協力に
ついて広く啓発していく予定です。

勝利チーム賞を贈呈する仲尾修治共済部長とサンちゃん柴を使った産卵床設置の様子 アオリイカ資源の増大を期待して･･･
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繰り返し充電して使用できる充電池は、携帯電話やデジカメ、パソコンなどの電子機
器に使われています。充電池に関して、「過熱」「発火」「破裂」「液漏れ」など、安全性
に関する苦情が寄せられていますので、充電池の特性をよく知り、取り扱いに注意しま
しょう。

最近の消費生活相談事例

充電池でのトラブルについて

事　例

自転車ライトに単4乾電池形の充電池を使用していた。半年後、専

用の充電器で電池2本を充電し、充電器から取り外したところ、1本

から「ジューッ」という音とともに黒い液が霧状に噴き出した。危

険ではないか

【アドバイス】
この充電池を調べると、事故品だけでなく、もう1本の電池も液漏れを起こし

ていました。自転車ライトや懐中電灯などでスイッチを入れっぱなしにすると、
電池が定格電圧（※）より低い電圧まで放電される過放電が起こります。今回
は、その過放電が起こったため、充電池内部でガスが発生し、安全弁が作動して、
ガスとともに電解液が噴き出したと思われます。

（※）定格電圧：機器などを安全に使用しうる電圧の限度

【注意と対策】
今回の自転車ライト取扱説明書には、乾電池（一次電池：充電できない電池）

を使用するよう表記されていました。製品によっては乾電池形の充電池が使用
できないものもありますので、メーカーの推奨する電池を使用するようにしま
しょう。

乾電池の電解液には強アルカリ性のものなどが使用されているので、液漏れ
が起きた場合は手でさわったり、服につけないように注意しましょう。皮膚に
ついたり、目に入った場合は、すぐにきれいな水で洗い流し、医師の診断を受
けましょう。

充電池の使い方を誤ると、発熱、液漏れ、破損等の恐れがあります。事故を
防ぐために①充電池が触れられないほど熱くなっている場合は、使用をすぐに
中止する、②充電池は熱に弱いのでストーブやコンロ周辺、こたつの中に入れ
ないようにし、車内への放置も避ける、③充電池に強い圧力や衝撃を与えない、
④液漏れや変形、傷のある充電池は使用しない、⑤専用の充電器で充電する、
以上の注意点を踏まえた上で使用するようにしましょう。

（兵庫県　生活科学総合センター　078-303-0999）
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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県
連
日
誌

編
集
後
記

第
62
回
通
常
総
会
で
、
大
西
専
務
が
定
年
で

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
約
40
年
、
生
協
で
ご
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
！
満
面
の
笑

み
に
な
る
、
大
好
き
な
ビ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が

ら
、
お
身
体
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
三
宅
専
務
を
迎
え
、
濱
田
次
長
と

私
と
の
若
葉
マ
ー
ク
（
？
）
3
人
の
兵
庫
県
生

協
連
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
7
月
は
七
夕
。
最
近
で
は
「
サ
マ
ー
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
」
と
い
う
お
洒
落
な
呼
び
名
も
あ

る
そ
う
で
・
・
。
願
い
ご
と
が
多
す
ぎ
て
、
笹

が
し
な
っ
て
も
い
け
な
い
の
で
（
？
）、
今
年
は

ひ
と
つ
に
し
て
お
き
ま
す
。「『
兵
協
連
だ
よ
り
』

の
お
便
り
待
っ
て
ま
〜
す
」　

。　

�

（
中
尾
）

7
月
3
日
㈫　

兵
協
連　

第
1
回
保
健
・
医
療
・
福
祉

研
究
会�

（
県
民
会
館
ば
ら
）

7
月
6
日
㈮　

第
90
回
国
際
協
同
組
合
デ
ー
・
兵
庫
県

記
念
大
会

�

（
東
灘
区
民
セ
ン
タ
ー　

う
は
ら
ホ
ー
ル
）

7
月
10
日
㈫　

兵
協
連　

第
1
回
医
療
生
協
部
会

�

（
県
民
会
館
ば
ら
）

7
月
11
日
㈬　

兵
協
連　

第
1
回
生
活
問
題
研
究
会

�

（
県
民
会
館
3
0
2
）

7
月
19
日
㈭　

兵
協
連　

第
2
回
生
協
活
動
委
員
会

�

（
県
民
会
館　

ら
ん
）

7
月
20
日
㈮　

兵
協
連　

第
1
回
共
済
生
協
委
員
会

�

（
県
民
会
館　

ば
ら
）

7
月
25
日
㈬　

兵
協
連　

第
3
回
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

企
画
委
員
会�

（
県
民
会
館　

3
0
2
）

7
月
27
日
㈮　

兵
協
連　

第
3
回
労
働
安
全
衛
生
研
修

	

・
学
習
会�

（
県
民
会
館　

ぼ
た
ん
）

●平和のつどい・ピースアクションの取組み� ぜひ、お近くの取り組みにご参加ください。
日・時間 内　容 参加費 会　場 問い合わせ先

7月14日（土）
10：00〜12：00

大人と子どもをつなぐ平和へのちかい
小学生･中学生・高校生・大学生から
の報告

無　料 コープこうべ生活文化センター
（神戸市東灘区）

コープこうべ
第３地区本部

℡：078－412－3771

7月22日（日）
10：00〜12：00 映画「一枚のハガキ」 無　料 コープカルチャー宝塚

（宝塚市売布）
コープこうべ
第１地区本部

℡：0797－83－1018

7月23日（月）
13：00〜15：10

落語家笑福亭鶴笑さん講演会
「笑いは世界の共通語」

大人：500円
小・中・高生：200円

垂水勤労市民センター
レバンテホール

（神戸市垂水区）

コープこうべ
第５地区本部

℡：078－937－0082

8月23日（木）
10：15〜12：30

「最後のトマト」
〜ヒロシマを私自身の「ことば」で〜
元・コープこうべ理事長、
兵庫県ユニセフ協会会長 竹本成德さん

無　料 コープこうべ第6地区本部
（姫路市）

コープこうべ
第６地区本部

℡：079－285－3941

9月16日（日）
10：30〜12：30

「最後のトマト」
元・コープこうべ理事長、
兵庫県ユニセフ協会会長 竹本成德さん

無　料 コープカルチャー神戸北
（神戸市北区）

コープこうべ
第４地区本部

℡：078－583－8411

9月28日（金）
13：00〜15：00

キベラスラムの子どもたち
〜すべてのいのちはたからもの〜
早川千晶さん

無　料 西宮プレラホール
（西宮市）

コープこうべ
第１地区本部

℡：0797－83－1018

11月18日（日）
13：30〜15：30

NPO法人「ルワンダの教育を考える会」
理事長カンベンガ・マリールイズさん 無　料 西宮市役所7階ホール

コープこうべ
第２地区本部

℡：0798－67－6780
8月19日（日）
10：00〜12：00

誰のせいやねんあの戦争
〜次世代に語り継ごう戦争体験〜Ⅳ 無　料 未　　定 阪神医療生協（大石）

℡：06－6481－5504

第62回兵協連通常総会が、代
議員、役職員をはじめ、会員生
協・団体、行政、協同組合の皆
様等のご指導、ご支援をいただ
き、無事終了いたしました。

つきましては、今回の役員改選にあたり、出身元生協
の役員定年に伴いまして、退任いたしましたので、ご報
告と御礼を申し上げます。

今年は2012国際協同組合年でもあり、一段と活動に、
知恵と力を傾注することが求められます。幸いにして、
三宅専務理事、濱田事務局次長、中尾担当の、新しい戦
力がすでに配置され次への始動を開始しており、心強く
思っているところです。以前にも増してのご指導、ご鞭
撻をお願いいたします。簡単ではございますが、世界と
協同組合の未来、そしてお互いの人生が、平和でより有
意義なものでありますよう祈念し、御礼のご挨拶とさせ
ていただきます。

兵協連会員生協の皆さま、こん
にちは。この度、6/19付人事異
動により、コープこうべ共済セ
ンターから着任いたしました濱
田昌文と申します。私は、1978
年に灘神戸生協（1991年コープこうべに改称）に入所し、
現在の宅配担当の家庭係を皮切りに、広報部、大阪北生
協総合企画室（出向）、コープステーション、生活文化
センターを経験しました。2009年からは再び大阪北生協
総合企画室（出向）で、主にコープこうべとの合併に関
する仕事に携わりました。その後、コープ共済センター
を経て、「2012年国際協同組合年」の年に兵庫県生協連・
事務局次長を担うことになりました。「協同の力で未来
を拓く協同組合」の力を信じて、会員生協の皆さまとの
相互理解と協同組合間の連携が深まるように頑張りたい
と思います。皆さま、よろしくお願いいたします。

●退任のご挨拶 ●就任のご挨拶

大 西 憲 慈 濱 田 昌 文
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